
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１８日（火）に平和学習を行います。みなさんのおじいちゃん、おばあちゃん世代が戦争を知

っている最後の世代だと思います。同じような悲劇を繰り返さないために、そして、この平和な日本、

平和な地球を守るために、「平和」について改めて学んでほしいと思います。 今日は「沖縄慰霊の

日」について紹介します。 

 

 

沖縄は２３日、太平洋戦争末期の沖縄戦から７８年の「慰霊の日」を迎え、各地で平和への祈り

がささげられています。最後の激戦地となった沖縄本島南部の糸満市では沖縄県主催の戦没者

追悼式が開かれました。 

昭和２０年の沖縄戦では、住民を巻き込んだ激しい地上戦の末、２０万人以上が亡くなり県民の４

人に１人が命を落としました。 

６月２３日は、旧日本軍の組織的な戦闘が終わったとされる日で、沖縄県が「慰霊の日」と定め

ています。最後の激戦地となった糸満市摩文仁の平和祈念公園では、早朝から遺族などが訪れ、

戦没者の名前が刻まれた「平和の礎」の前で花を手向けたり、手を合わせたりしていました。 

平和祈念公園では、正午前から沖縄県主催の戦没者追悼式が、岸田総理大臣や沖縄県の玉城

知事のほか、４年ぶりに一般の人も参列して開かれ、正午に全員で１分間の黙とうをささげました。 

このあと、玉城知事は「平和宣言」を読み上げ、「戦争体験者が後世に語り継いできてくれた実

相と教訓を胸に刻み、あらゆる戦争を憎み、二度と沖縄を戦場にしてはならないと決意を新たにす

る」と述べました。 

岸田総理大臣はあいさつの中で、「先の大戦でここ沖縄は凄惨な（せいさん）地上戦の場となっ

た。私たちが享受している平和と繁栄は、命を落とされた方々の尊い犠牲と沖縄の歩んだ苦難の

歴史の上にある。 戦争の惨禍を二度と繰り返さない強い決意のもと、静かに頭を垂れたいと思う」

と述べました。 
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沖縄全戦没者追悼式では、毎年、県内の小中高生らから選ばれる「平和の詩」が朗読されます。

今年は、那覇市のつくば開成国際高校3年生の平安名（へいあんな）秋さん（17）が「今、平和は

問いかける」を読み上げました。 

平安名さんが祖母・新垣（あらかき）初子さん（88）の涙を初めて見たのは、中学２年生の冬。

沖縄戦の戦没者ら約２４万人の名前が並ぶ、県平和祈念公園の「平和の礎（いしじ）」を一緒に訪

れたときでした。 

「ここにお兄さんの名前があるさ」。祖母はそう言いながら礎に刻まれた「池味（いけみ）時雄」

の文字にそっと触れました。涙が頰をつたいました。兄は京都の大学に在学中、海軍に徴兵され戦

死したそうです。 

「本人に触れているように見えた」という平安名さん。祖母にかける言葉が見つからず、見守るし

かありませんでした。沖縄に生まれ育ち、学校の平和学習を通して学んできた沖縄戦が、これまで

より自分に近いものに思えました。 

祖母の涙に心揺さぶられた平安名さんは沖縄戦を見つめ直そうと、住民が「集団自決」に追い

込まれたガマ（自然壕〈ごう〉）や米軍が上陸した海岸を見て回りました。 

祖母の沖縄戦の話にも改めて耳を傾けました。故郷である本島中部の離島、平安座（へんざ）

島から避難するため、弟をおんぶして海を渡ったこと、本島を逃げ惑う道端で、助けを求める負傷

者に手を差し伸べられなかったこと、「７８年の月日が経った今も、沖縄戦は沖縄の人たちの目の

前にある」との思いを強くしました。 

詩の最後には「チムグクル（肝心）」というウチナーグチ（沖縄の言葉）を使いました。平安名さ

んは言います。「あのときの傷痕が消えない沖縄の人たちが、平和を希求する心。それが沖縄の

『チムグクル』です」                                     （参考：NHK、毎日新聞） 

その全文は次の通りです。 
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平和の詩「今、平和は問いかける」  私立つくば開成国際高校３年 平安名 秋 

 

夏六月   溶けかけたアイスを手に走り出す 

 

緑萌ゆるこの島の昼下がり   礎に刻まれた「兄」に 

 

まるであの日のように   そっと触れるおばぁの涙は 

 

陽炎が登る摩文仁の丘に   ただ果てしなく広がっていく 

 

その涙は体を包み込み   私を「あの日」へといざなう 

 

限りないこの空は   何を覚えているのだろう 

 

涙に満ちたおばぁの瞳は   何を語りかけているのだろう 

 

七十八年前の   あの日   あの時 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

沖縄慰霊の日・令和５年度沖縄全戦没者追悼式 



かけがえのない   たったひとつの命が 

 

憎しみと悲しみの中で   散っていった 

 

名も無き赤子の   微かな   微かな泣き声は 

 

震える母の手によって   冷たく光の無いガマの中で   儚く消えていった 

 

幾多もの砲弾が   紺碧の海を黒く染める鉄の嵐となって   この島に降り注いだ 

 

戦争が起きる前   そこには日常があった 

 

私達と同じように   原っぱを駆け回り   友達とおしゃべりをする 

 

みんなで暖かいご飯を食べ   時には泣き   時には笑い   時には「ありがとう」を伝える 

 

そんな今と変わらない日常が   平和が   そこにはあった 

 

平和は不確かで   脆く崩れやすい 

 

いつもすぐそばにあるのに  いつのまにか消えていく 

 

おばぁの涙は   摩文仁の丘に永遠（とわ）に灯る平和の火は 

 

今、私達に問いかける   平和とは何かを  私達に出来ることは何かを 

 

私は過去から学び   そして未来へと語り継いでいきたい 

 

おばぁの涙を   沖縄の想いを 

 

かけがえのない人達を   決して失いたくはないから 

 

今日も時は過ぎていく   いつもと変わらずに 

 

先人達が紡いできた平和を   次は私達が紡いでいこう 

 

そして世界に届けていきたい 

 

平和を創り   守っていく   この沖縄の「チムグクル」を 

 

※「ちむぐくる」 「くくる」は「心」という意味。 心に宿る深い思い、真心を指し、今も沖縄で大切に

されている、思いやりや助け合いの精神など、心の優しさや豊かさを表した言葉です。 ほかにも

「ちむむちむん（温かい思いやりのある人）」「ちむえー（意味）」などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


